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平成 27(2015)年に店舗を改装。格子窓を付けた趣きのある外観で、創業 100 年を越える老舗

らしさを出している。 

看板の「あんばた」は、昭和 61(1986)年に商品化された。元々どら焼きを主な商品としてき

たが、「あんばた」は、餡にマーガリンを加えたどら焼きで、平成 6(1994)年の第 22 回全国菓

子大博覧会で金賞に輝き、同店のある若穂地区はもちろん長野市周辺にまで人気を博している。 

あんばたは、ふわふわもっちりの生地に、北海道産小豆を炊き、そこに季節ごとに厳選した

マーガリンを重ねる。商品はほかに、青梅を入れた「梅どら」、フランス産チーズを使った「チ

ーズ入りどらやき」などがある。あんばたは 1 個 145 円と、素材の品質に比して抑え気味の価

格設定をしている。これは地域の方に気軽に買っていただきたいとの配慮からで、仕入先も地

元の卸業、工場を使っている。また、お客様を待たせないよう数量の多い場合などは予約をい

ただけるよう呼び掛けている。 

長年親しまれてきているとはいえお客様に忘れられないように、季節感を取り入れた商品を

発売、地域のイベントやバザーには積極的に参加することでアピールしている。 

有限会社東洋堂 
長野県長野市  

 

「あんばた」を看板に、地域の老舗として親しまれる 

 店舗概要  

創 業 年 1916 年(大正 5 年) 

売場面積 38.0 ㎡(11.5 坪) 

 従 業 員 5.1 人 

 営業時間 8：30～19：00 

 定 休 日 元旦・火曜日 

 商品構成  

・生菓子(どらやき・最中)80.0% 

・季節菓子  7.0% 

・焼菓子   8.0% 

・その他菓子 5.0% 

 経営方針  

・地域に貢献できる店舗、地元の人が来やすい店づくりを心がけている 

・顧客が安心して買えて、食べられる商品を通して、買った側、さらに贈った側の双方に満足 

していただく 

・若穂名菓といえば、東洋堂といわれるお店を目指す 
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店舗での販売以上にインターネット大手通販サイトによる売上に主眼を置く。米どころであ

る新潟の信用力に、店主みずから五ツ星お米マイスターの資格を全面に打ち出し、「越後のこめ

匠」として、顔の見えない通販サイトでブランド力を高めている。特に、引越・退職・結婚・

退職などの人生の節目での贈物にターゲットを絞り、ギフトにしやすい小袋での需要を掘り起

こしている。 

贈る相手にまごころが届くように、良く知られた新潟県産コシヒカリを中心に、そこに添え

る「のし」などパッケージデザインにオリジナリティを発揮。季節感を表現するなど独自のデ

ザインが好評だ。お米の品質もさることながら、パッケージを 2～3 合などと細かく分けて商品

アイテム数を増やしたことで、大手通販サイトでの販売実績を残し、利益率が格段に向上した。 

基本となる米は、前向きな生産者と契約を増やす際に、上質なお米を生産者の満足できる価

格で買うなど安定した商品供給に努めるともに、商品価値を保つための工夫をこらす。 

店舗での販売は、事務所との間を壁一枚で仕切り、お客様が来店してもすぐ対応できるよう

にしている。 

三糧米穀 
新潟県新発田市 

http://www.e-sanryo.com 

新潟ブランド米をギフトを中心にネットで販売 

 店舗概要  

創 業 年 1982 年(昭和 57 年) 

売場面積 30.0 ㎡(9.0 坪) 

 従 業 員 8.2 人 

 営業時間 9：00～17：30 

 定 休 日 日曜日 

 商品構成  

・米穀  90.0% 

・他食品(餅、笹団子、味噌他) 8.0% 

・切手、葉書  2.0% 

 経営方針  

・「喜びの実現」 

・お客様をはじめ当社に関わる人びとの笑顔につながる仕事をします。 
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